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要旨 
本研究は、子供の生まれ年が 1986 年から 1991 年という比較的若世代を対象にして、親の

所得が子供の教育水準に与える影響を推定する。親の所得の弾性値を推定するためには、

子供の在学時における親の所得が必要で、さらに、脱落変数や計測誤差の問題に対処する

必要がある。本研究はパネルデータを用いて、子供の在学時における親の所得を得る。脱

落変数や計測誤差の問題に対しては、2 世代前の経済水準や教育水準を操作変数として推定

することで対処する。分析の結果、親の所得が 10%増加すると子供の教育年数が 1.7%上昇

することが示される。貧困家計では、親の所得の 10%増加は子供の教育年数を 2.5%上昇さ

せ、貧困家計に対する直接的な経済支援の効果が大きいことが明らかとなる。 
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